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コロナで定着した「Web会議」、不便や不満を感じるのは
「通信品質」と「相手の反応や表情がわからないこと」
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首都圏ハイブリッドワーカー調査の概要
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（参考）地域別テレワーカーの割合

（出所）令和4年度テレワーク人口実態調査（国土交通省）

コロナ後の定着が進む「ハイブリッドワーク」におけるWeb会議の実態と課題を把握するため、首都圏の
企業（従業員100名以上）に勤めるハイブリッドワーカーに対して調査を行いました。

調査対象

東京23区の企業（従業員100名以上）
に勤務し、週1回以上ハイブリッド
ワークを実施するオフィスワーカー
（Web会議を実施している人）

回答者数 2,000人

調査手法 インターネット調査

調査時期 2022年10月

■調査概要
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首都圏のハイブリッドワーカーは、週あたり平均6.5時間のWeb会議を実施
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13.3

12.4

10.3

0.6

定例会議（報告・共有）

方針を決定する会議

意見交換・ディスカッション目的

オフィシャルな面談・面接

問題を解決するための会議

研修・セミナー

形式ばらない相談

顧客や取引先への挨拶

商品サービスの提案

拡散するアイデア会議

その他

77.2%

（n=2,000）

会議の
週あたり
平均時間

8時間

82%

6.5時間

18%
1.5時間 Web

会議

※回答者の参加場所は問わず、1人でも
Web参加がいる場合はWeb会議とみなす

リアルのみ会議

■週平均会議時間とWeb会議比率 ■直近1ヶ月で参加したWeb会議（参加率）

Q.
週あたり何時間
Web会議をしている？

週平均6.5時間
（会議の82%がWeb） Q.

どんな種類の
Web会議に参加？

定例会議が最多
（77.2%が参加）

（n=2,000）
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その他

0.6%

首都圏ハイブリッドワーカーのWeb会議実態
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60.1%

53.5%

46.4%

26.2%

29.5%

34.3%

6.1%

9.3%

12.8%

6.2%

その他Skype
Cosco
Webex

Google
Meet

ZoomMicrosoft
Teams

5,000人以上

1,000人～5,000人未満

100人～1,000人未満

■従業員規模別

Q. Web会議に最もよく使うアプリケーションは？
Teamsが53.4%で最多、Zoomが30%

従業員規模が大きいほどTeams利用が増える

■最もよく使うWeb会議アプリケーション

（n=2,000）（n=2,000）
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首都圏ハイブリッドワーカーのWeb会議に対する不便・不満
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28.4

27.7

16.7

16.3

16.3

15.7

14.5

11.3

10.6

8.8

2.1

通信品質（途切れや遅延）

相手のカメラがオフで、反応/表情がわからない

周囲の雑音が気になる

資料共有時に相手の反応/表情がわからない

機器の接続が大変

資料共有時に、自分の顔がどう見えているのかわからない

投影資料以外の情報共有が難しい

あなたの身振り手振りや表情が伝わらない

リモート側で、会議室側の見たい所を見れない

リモート側で、会議室で誰が話しているか分からない

あなたを映すカメラ画像に不満

リモート側で、会議室から誰が参加しているか分からない

その他

38.9%

（n=2,000）

Q. Web会議で不便・不満を感じる点は？
1位 途切れや遅延などの通信品質(38.9%) 

2位 相手のカメラがオフで、反応/表情がわからない(32.6%) 

■ Web会議の不便や不満（いくつでも）
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顔を映さずとも問題ない等の理由で、自身のカメラを基本オフにしている人が62.1%
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どんな時も

カメラはオフ
19.6%

カメラ

オン派
37.9%

（n＝1,243）
（n＝2,000）

カメラは基本

オフ派 62.1%
の理由

45.2

31.4

29.4

11.2

5.2

2.0

顔を映さずとも問題ないため

データ通信量の軽減のため

顔を映したくないため

他の参加者がオフのため

別の仕事をしているため（いわゆる内職）

会議室などの共用カメラを利用しているため

その他

49.8%

基本はカメラオフ
時々オン
42.5%

Q.
Web会議で
カメラはオン？

6割が基本「オフ派」
2割は「どんな時もオフ」 Q.

カメラをオフに
している理由は？

「顔を映さずとも問題ない」
と約半数が考えている

■自身のカメラの基本設定（オン・オフ） ■カメラ・オフの理由（いくつでも）

「カメラは基本的にオフにしている」と答えた方
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相手の顔を見て話したい等、相手のカメラ・オフに不便や不満を感じている人は57.1%
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特に
不便や不満
は感じない
42.9%

（n＝2,000）

26.5

24.8

13.8

0.4

相手の顔を見て話したい

一方的な説明の雰囲気になり
会話や議論がしにくい

相手の表情が見えず
発言がしづらい

カメラをオンにして欲しいが
言えない

その他

26.6%

不便・不満
あり
57.1%

具体的な内容

■自分以外の参加者のカメラ・オフに対する不便や不満

相手のカメラ・オフに対して、全体の約6割は
「相手の顔をみて話したい」等の不満あり

「顔のみえるコミュニケーション」を促すWeb会議環境で
会話や議論はもっと活性化するのではないか
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「Web会議のカメラ・オフ」への不満（職種・業種別）
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57.1% 42.9%全体（n＝2,000）

27.872.2人事

29.770.3経営企画/事業企画

32.068.0営業/営業企画

36.663.4総務

48.351.7財務/会計/経理

56.343.7情報システム

59.340.7一般事務

61.338.7研究/開発

特に不便や
不満は感じない不便・不満あり

57.1% 42.9%全体（n＝2,000）

20.479.6教育／学習支援業

39.460.6建設業

40.359.7金融業／保険業

42.457.6卸売業／小売業

44.255.8官公庁／公共／非営利

44.455.6製造業

49.850.2情報通信業

55.444.6学術研究／専門・技術

特に不便や
不満は感じない不便・不満あり

※不便・不満がある割合の高い順にソート（30s以上の職種・業種を表示）

Q.
相手の「カメラ・オフ」に対して
特に不便や不満を感じているのは誰？

職種では「人事」「経営企画／事業企画」「営業／営業企画」
業種では「教育/学習支援業」で不満が高い

■職種別 ■業種別

不便・不満あり
全体+10%以上
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• コロナ後にオフィスに戻る人は増えているが、Web会議がなくなることはない。
もはやハイブリッドワーカーにとって欠かせないコミュニケーションツールになっている。

• Web会議がさらに質の高い議論や会話をもたらす場となるためには、今回調査でニーズが明ら
かとなった「顔のみえるコミュニケーション」の実現等、現状の課題を解決していくことが求め
られる。

総括：「顔のみえるコミュニケーション」はWeb会議の質を高める



次回(Vol.2)は「職種別」の分析結果を公開予定
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